
 

 

 

 

 

 

                               ＮＯ，2 Ｒ3.6.23発行 

 私たちの有償ボランティア活動に、ご理解・ご支援頂きまして、誠にありがとうございます。 

昨年６月からスタートした私たちの活動が、徐々に広がってきました。多くの皆さまの善意の

結集が私たちの原動力です。ここに感謝の意を込めて活動報告をさせて頂きます。 

 

  

＊令和 3 年 3 月 31 日現在 

 

新型コロナ感染症拡大に伴い、当初予定されていた活動を自粛し、感染

拡大防止対策に努めながら下記の活動をしてきました。 
 

10 月 28 日 きずなサポーター定例会議（研修：ボランティア保険適用範囲） 

11 月 26 日 きずな地域相談員定例会議（さわやか財団支え合い基金への申請検討） 

12 月 23 日 きずな地域相談員定例会議（さわやか財団支え合い基金の活用検討） 

1 月 27 日 地域でコロナ感染の拡大傾向があったため、定例会中止 

2 月 15 日 デザイン会議（新ロゴデザイン案検討） 

2 月 24 日 きずな地域相談員定例会議（来年度備品購入案・ロゴ等デザイン検討） 

3 月 24 日 きずなサポーター活動説明会（袋井市で住民主体の有償ボランティア活動をして

いる『浅羽・笠原生活支援ネットワーク』の皆さんと Zoom による情報交換会） 

4 月 28 日 きずな地域相談員定例会議（次年度活動計画検討、伊豆市サービス B 申請検討） 

5 月 12 日 理事会開催（令和 2 年度活動報告案作成、令和 3 年度事業計画案作成） 

５月 26 日 通常総会開催 

 

 

 ・もっと多くの方にきずなの活動を知ってもらう PR 活動（さわやか財団支え合い基金活用） 

  オリジナル T シャツやトートバック、PR 用車両ステッカーやのぼり旗などの作成 

 ・次世代交流のイベント開催  ・伊豆市総合事業サービス B の活動      …など 

 

きずな利用者 
（利用会員） 

きずなサポーター 
（支援ボランティア） 

きずな応援団 
（賛助会員） 

【在宅高齢者等】 登録 14 名 

35 名登録中 

【団体】 4 団体 

【個人】 24 名 

 

総額 261,000 円 

【地域・サロン活動】 土肥小土肥地域づくり協議会 

【老人施設】 土肥ホーム 

きずな便り ～きずな活動報告～

 

 

主な活動の経過 

利用・登録状況 

令和 3 年度の主な活動計画（予定） 



 

感染防止対策をして活躍中です♪ 

近隣でのコロナ感染

拡大傾向を受け、土肥

デイサービスでの活動

の際は、フェイスガー

ドを着用してボランテ

ィア活動をしていま

す。支援する側・され

る側、お互いの安心・

安全のために… 

「手伝ってほしい」「力になりたい」をつなげる 
 

土肥地区は、現在、高齢化率が５０パーセントに迫る地域です。 

今後更に高齢化が進み、生産年齢の人口減少による高齢者支援の担い手不足が深刻です。 

 高齢者の世帯のみになると日常生活でも “ごみ捨て”や“買い物代行”など、社会保障

制度で対応できない困りごとが一層増えてくると予想されます。素直に「助けて」といえ

る人間関係が住み慣れた地域で元気に暮らしていくことにつながると思います。そのため

には何かお礼するところを有償化することで頼む人も頼まれる人も気兼ねなくできるので

はないでしょうか。そこには、きっと「手伝ってほしい」「力になりたい」との気持ちの通

った人と人のつながり「きずな」が生まれます。 

 ＮＰＯ法人「土肥の暮らしを支え合う会 きずな」は、こうした思いを乗せて、昨年の

６月に船出をしました。 

 まだ、「ＮＰＯきずな」の活動は点と点を結ぶ線の段階です。 

「助けてほしい」人がいます。高齢者であっても健康な人たちや 

福祉教育の一環として社会参加する学生など「力になりたい」人 

がいます。地域住民同士が支え合う地域づくりを促進し、活動が 

線から面になっていくことが肝要と思っています。 

“きずな”が住民の皆さんと一緒に育っていくことを願っています。 

 

ＮＰＯ法人「土肥の暮らしを支え合う会 きずな」 理事長 勝呂信正 

 

Zoom で情報交換♪ 

3/24、袋井市で住民主体の有償ボランテ

ィア活動をしている『浅羽・笠原生活支援ネ

ットワーク』の皆さんと Zoom による情報

交換会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

『浅羽・笹原生活支援ネットワーク』のみな

さんは昨年 6 月から活動を開始し、私たち

同様に、ゴミ出しや家の片付け、買い物支援

など、ちょっとした生活の困り事を住民同士

で支え合う活動をしています。そんな皆さん

から私たちの活動に対し「人口規模の割に活

動に参加しいるサポーターさん(ボランティ

アさん)の数が多い。スゴいですね！」と強

い関心と、励ましのことばも頂きました 

 

新ロゴに込められた思い・・・ 

積極的な PR 活動を目指す為、美術大

学卒の地域住民の方に、新ロゴをデザイ

ンしてもらいました。 

ロゴのイルカは、 

愛と平和の象徴です。 

幸運への先導者とし 

て人々に癒しと喜び 

を与えてくれる存在。 

そんな象徴をロゴにも込めました。 


